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がん対策に関する⾏政評価・監視結果報告書
(平成28年9月 総務省)

【調査結果】
• 今回、当省が調査対象17都道府県における平成27年度のピア・サポート研修

の実施状況及び51拠点病院におけるピア・サポーターの活動状況について調
査した結果、以下のとおり、都道府県等においてピア・サポート研修が実施
されていない状況や、ピア・サポート研修は実施されているものの、拠点病
院における相談支援や患者サロンへのピア・サポーターの受け入れが十分に
進んでいない状況がみられた。

総務省 がん対策に関する⾏政評価・監視 がんの早期発⾒、診療体制及び緩和ケアを中⼼として ＜結果に基づく勧告＞
https://www.soumu.go.jp/menu_news/s-news/107650.html#kekkahoukoku



同報告書 未実施の都道府県

未実施の理由
• ピア・サポートの実施主体となり得る患者団体の活動が活発ではない
• 患者会活動を通じて、各患者会のそれぞれの特性をいかした患者支援に取

り組む方針であり、研修の実施は必要ない

これらの県の7患者団体のうち5団体からは、都道府県によるピア・サポート
研修の開催や患者団体が開催する際の支援等を求める意⾒があり、研修に対
するニーズがある状況がみられた

総務省 がん対策に関する⾏政評価・監視 がんの早期発⾒、診療体制及び緩和ケアを中⼼として ＜結果に基づく勧告＞
https://www.soumu.go.jp/menu_news/s-news/107650.html#kekkahoukoku



同報告書 活動実績がない拠点病院

実績がない理由
• 現状では、国が公的にピア・サポーターを認定する仕組みがなく、研修制度

が確⽴していないと考えられ、各団体のピア・サポーターがどの程度の相談
対応⼒があるのかよく分からないため、ピア・サポーターを受け入れる状況
ではない

• 患者との間でトラブルが発生した際の対処方針ができていない

この背景には、ピア・サポート自体は、基本的にがん患者及びその家族の自主
性や主体性を尊重すべきものであるが、それを重んじる余り、ピア・サポート
活動の普及が阻害されている側面もあるものと考えられる。

総務省 がん対策に関する⾏政評価・監視 がんの早期発⾒、診療体制及び緩和ケアを中⼼として ＜結果に基づく勧告＞
https://www.soumu.go.jp/menu_news/s-news/107650.html#kekkahoukoku



同報告書

• このようなことから、患者団体からは、ピア・サポート研修の質を担保するた
め、緩和ケア研修開催指針に準じたピア・サポート研修の開催指針の策定など
を求める意⾒がある。

総務省 がん対策に関する⾏政評価・監視 がんの早期発⾒、診療体制及び緩和ケアを中⼼として ＜結果に基づく勧告＞
https://www.soumu.go.jp/menu_news/s-news/107650.html#kekkahoukoku



がん対策推進基本計画（第3期）
• ピア・サポートについては、国が作成した研修プログラムの活用状況に係る

実態調査を⾏う。ピア・サポートが普及しない原因を分析した上で、研修内
容の⾒直しや、ピア・サポートの普及を図る。

【個別目標】
• 国は、ピア・サポートの実態調査、効果検証を⾏った上で、3年以内に研修内

容を⾒直し、ピア・サポートの普及に取り組む。

厚⽣労働省「第3期がん対策推進基本計画（平成30年3月）
https://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-10900000-Kenkoukyoku/0000196975.pdf



ピアサポートとは

• ピアサポートとは、
同じ問題や状況を持つ⼈が、情緒的に支え合い、その問題に適切
に対応するための知識を共有していく関係

(Cancer Care For the Whole Patient 2008)

• ⾔葉では
• Peer support
• Self support
• Mutual support
などがあるが、ほぼ同じ内容を指している



ピアサポートの活動の形態

グループ
・セルフヘルプグループ
・サポートグループ（医療者と共同で実施）

個別の対応
・一対一（一対二）
・治療体験の語り⼿（相談支援センター）

インターネット上でのグループ活動 教育研修での語り⼿
・がん教育
・緩和ケア研修



ピアサポーター

• 「体験の専門家」
自らの体験を他者が活かせる形で提供することにより、
患者・家族の情緒的な支援、リテラシーの向上に貢献

• 相談支援ではない
相談対応はしない、問題を解決する責任はない

• 医療的な内容は扱わない

• 患者・家族、医療者ではない、相談員でもない独自のスタンス



しばしばある誤解

あやしい医療的な指導をする
のではないか

医療の内容は踏み込みません
相談ではありません

他の患者さんの役に⽴ちたい
はげましたい

はげます場ではありません

私のありがたい話を聞きなさい

体験談を披露する場ではありません



患者会、ピアサポート、がんサロン

• 患者会
患者・家族の⽴場で、交流を目的に作られた団体

• ピアサポート︓
複雑な問題に向き合う患者が体験を安心して話合うことを通して
情緒的な支援と情報の共有を図ることを目的にした場
ルールを遵守することが重要

• がんサロン︓
日本独自の⾔葉。定義はない。
患者家族の交流の場を意味して使われている。
おそらく患者教室やピアサポートを含めた総称のよう



ピアサポートの役割

• ヘルス・リテラシーの向上

• 体験の共有︓ 体験を語ることによる乗り越えてきた姿を示す
• 情報提供︓ 病院の利用の仕方、支援の利用の仕方を活きた形で示す

注︓ ピアサポート ≠ 相談支援
・役割は「情報の提供」であり指示や助⾔ではない→ 「語り方」が大事
・医療に関する情報には関与しない
・情報を提供する役割で「促す」相談ではない



個⼈的な経験の開示

• ピアサポーターの専門性とは、自らの経験を適切に開示することにより、
利用者のリカバリーに寄与すること

• 適切な開示︓
話しすぎれば利用者の⾔葉を奪う
勇気づけようと経験を語れば自慢しているととらえられる

• いつ、どのように自らのリカバリーストーリーを語り、個⼈的経験を活
用するのかについて考えることが必要
⇒これがトレーニング



患者・家族のためのサポートの提供体制

一般的な
ニーズ

複雑な
ニーズ

全ての患者

多くの患者

一部の患者

一部の患者

・オリエンテーションプログラム
・がん情報サービス
・医療者との対話

・ピアサポートプログラム
・自助グループ
・サポートプログラム
・相談員による連携・⽀援

・危機介入
・専門的な職種による⽀援

・包括的なマネジメント
・多職種チームによる⽀援

Fitch M: Supportive care for cancer patients. Hospital Qulality 2000より改変



サポートグループの対象と推奨される運営

社会的・情緒的 教育的・情報提供

対面 オンライン 電話 対面 オンライン 電話

診断後
ファーストラ
イン治療前
治療中

治療後
寛解時期
再発

進⾏期
終末期
混合型グルー
プ
（除終末期）
混合型グルー
プ
（含終末期）

(Cancer support groups: a guide to setting up peer facilitated supports)

ピアで運営可能
専門家の支援が望ましい

ピアで運営可能
専門家のバックアップ体制
事前準備を推奨

専門家との協働を強く推奨



厚生労働省委託事業(令和元年度)
1.都道府県、地域統括相談支援センターへの支援

• 各都道府県、地域統括相談支援センターがピアサポートの養成や運営等が実施で
きる体制を整えられるよう支援

• 県との意⾒交換会、医療者向け研修会を実施。
2.ピアサポーター養成研修会の実施

• 県、地域統括相談支援センターと共催でピアサポーター養成研修会を実施
• ピアサポーター養成研修会を実施するための事柄をまとめた「研修会開催

マニュアル」を作成。
3.ホームページでの情報提供

• 「ピアサポーター養成テキスト」ピアサポーター養成研修会用スライドの公開
• 事業周知
• 自治体へテキスト、DVD等の資材を提供。

4.「がんサポートプログラム企画の⼿引き」の作成
• ⾏政・医療機関向けにサポートグループに関する情報提供資材を作成。



自治体郵送調査

自治体郵送調査︓
• 調査方法︓自記式アンケート調査（郵送）
• 調査実施期間︓2018年12月
• 対象自治体数︓全都道府県47カ所
• 回答数︓43（回答率91.5%）



都道府県のピアサポートに関する取り組みの現状

• ピアサポートに関する取り組みを実施︓ 35都道府県
• ピアサポートの養成︓ 29都道府県

（21都道府県が他機関に委託）

• フォローアップ研修︓ 23都道府県
（15都道府県が他機関に委託）

• ピアサポートの情報の把握・管理︓ 13都道府県
(修了後の実践や面接等の条件設定

5都道府県）

• ピアサポートの実施︓ 19都道府県
（15都道府県が他機関に委託）

1. 他機関への委託をしている都道府県が半数以上
2. 研修後の実施、管理まで⾏っている都道府県は少ない



ピアサポートの研修内容

27

25

26

21

26

23

23

18

24

22

9

18

6

0 5 10 15 20 25

ピアサポートの定義とピアサポーターの役割

ピアサポートの重要性と意義

“話を聴く”コミュニケーションについて（傾聴など）

“自分の経験を話す”コミュニケーションについて…

ピアサポーターとして守るべきルールについて…

がん相談支援センターなど、…

ピアサポーターとしての限界についてや、…

ピアサポート活動の報告や振り返りについて

事例に基づくケーススタディやロールプレイなどの…

がんやがん治療について（総論）

がん種ごとの症状や辛さ、治療の違いについて…

事例に基づくケーススタディやロールプレイなどの…

その他

n=29



県との意⾒交換
• 2019年6月に厚労省がん疾病対策課から各都

道府県のがん対策主管課に「がん総合相談に
携わる者に対する研修支援を希望する都道府
県の募集について」を事務連絡。

• それに対し支援希望のあった20県に対し支援
を⾏った。

• うち15県へは意⾒交換会、医療従事者向け研
修会を実施(2019年8月〜2020年3月)。

意⾒交換会では、都道府県での活動状況を聞き
取りながら、ピアサポート活動のありかたの検
討、提案を⾏った。

本年度も継続して実施する予定



意⾒交換まとめ (令和２年度事業報告書)

・都道府県がん対策推進基本計画への記載
数値目標を設定している県は5県。記載されている内容は県により幅がある。計画に挙げたとして
も具体策を提案するのが難しく、⾏政として推進しにくい。ピアサポートに関する意⾒が集約され
にくく、ピアサポートに関するニーズが把握されていない。

・⾏政と医療従事者との検討
部会で定期的な検討を⾏っていたのは1県。⾏政・医療機関ともにピアサポートのイメージがつか
ないため、具体的な検討に至らない

・マネジメント体制
養成研修を継続しているのは7県、フォローアップを⾏っているのは6県。養成にとどまり、以降の
フォローアップや登録制度といった運営が実施されていないことは質を担保するうえで課題。

・⾏政とがん診療連携拠点病院との連携
がんサロンの活動について県内で情報共有の機会が少なく、養成されたピアサポーターが活用され
ていない。

・教育・研修体制整備
講師の確保が難しく、またファシリテーターができるピア・医療従事者が少ない。



ピアサポートに関する課題 (令和元年度事業報告書)

• 都道府県がん対策推進基本計画への明確な記載の必要性

• ⾏政と医療者との検討
・都道府県において⾏政と医療従事者が計画を策定し議論する場を設ける
・医療従事者に対する、ピアサポートの役割や活用の啓発

• マネジメントについて
・継続的な研修、計画的な養成
・フォローアップ、登録制度を通したピアサポーターの質の担保
・研修の質の担保

• ⾏政とがん診療連携拠点病院との連携
・がんサロン同士の情報共有の場の設定
・がんサロン内でのピアサポーターの活用

• 教育・研修体制の整備
・講師、ファシリテーターの育成・確保の必要性
・国、学術団体、患者団体が連携したトレーナー育成



ピアサポートの養成・支援体制を考える

• ピアの養成
• 教育研修︓1-3日程度の研修が多い

• マネジメント
• 登録・更新（質の担保の上で重要）
• 継続研修
• スーパーバイズ、フォローアップ
• 医療機関との調整（窓⼝の明確化）
• 医療者によるバックアップ（危機介入、燃え尽きの予防）
• 活動の場の確保︓ 拠点病院との連携

• 医療者・地域との協働
• 県のがん対策推進協議会、部会の所掌



ピアサポーターの養成

ピアサポート
の実現

体験者

⾏政医療者

三者の協⼒が
欠かせない

• ピアサポートへの理解
• 講師等養成への協⼒
• 運営体制への参加
• ルール作り
• 院内での目的・対象を設定
• 活動の場の提供
• 振り返り・スーパーバイズの実施
• フォローアップ研修への協⼒
• 医療者への周知

• ピアサポートへの理解
• 地域のリソースをつなぐ
• 養成研修の企画
• 運営体制の構築（プール）
• ルール作り
• フォローアップ研修の企画
• 市⺠への広報

• ピアサポートへの理解
• 研修の受講
• 活動と振り返り、研鑽



全体像

ピア・サポート養成研修
（エンドユーザー研修）
県、地域統括相談支援センター等が開催

ピア養成研修修了者

拠点病院
活動がすでにあれば参加

拠点病院（活動のない施設）
短期のサポートグループからトライ

継続研修
（アドバンス研修）
グループスーパーバイズ
マネジメントのスキル等



ピアサポーター養成研修会 概要

・バウンダリー（境界）の追加
・⾏政・医療従事者向けプログ
ラムを追加。
・都道府県での実施を想定。



ピアサポーター養成研修
会の様子
(2020年2月9⽇・16⽇、
三重県津市にて)



令和2年度 事業計画

①ピアサポーター養成研修会の開催

②都道府県、地域統括相談支援センターへの支援
(ニーズ把握・現状評価及び地域での取り組みの持続性の可能性等の検討)

・各都道府県、地域統括相談支援センターがピアサポートの養成や運営等が
実施できる体制を整えられるよう支援

③ホームページでの情報提供

④拠点病院向けサポートグループ開催のための研修プログラムの開発
・がん診療連携拠点病院等の医療機関の中でピアサポーターを含むサポート
グループ運営に必要な知識、技術を学ぶための研修会を実施する。



がん総合相談に携わる者に対する研修事業
ホームページ

http://www.peer-spt.org/

・事業で作成した資料提供

（「ピアサポーター養成テキスト」、「がんサ
ポートプログラム企画の⼿引き」等）

・事業活動の紹介

・各種問い合わせへの対応

【問い合わせ先】日本サイコオンコロジー学会

委託事業担当 坂井

azusakai@east.ncc.go.jp

TEL:04-7134-6986

国⽴がん研究センター 先端医療開発センター

精神腫瘍学開発分野内



ご静聴ありがとうございました
ご意⾒・ご質問がありましたら
E-mail: asogawa@east.ncc.go.jpまでお願いします


